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xi　　

◉
凡
例

▽
引
用
箇
所
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
で
表
記
し
、
適
宜
、
読
点
等
を
補
っ
た
。

▽
人
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
敬
称
を
省
略
し
た
。

▽
難
読
の
漢
字
に
は
、
で
き
る
だ
け
ル
ビ
を
付
し
た
。

▽
漢
数
字
の
使
用
に
際
し
て
は
原
則
単
位
語
を
付
さ
ず
、
和
暦
の
み
単
位
語
を
付
し
た
。

▽
本
文
・
注
・
参
考
文
献
の
書
名
、
雑
誌
名
は
『　

』
で
、
雑
誌
論
文
名
、
記
事
名
は
「　

」
で
括
っ
た
。

▽
本
文
中
の
引
用
文
章
は
「　

」
で
括
り
、
引
用
文
章
中
の
「　

」
は
、『　

』
に
置
き
換
え
た
。

▽
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
の
注
記
は
、
次
の
と
お
り
と
し
た
。

　

⃝
「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
表
記
さ
れ
て
い
る
、
件
名
、
簿
冊
標
題
、
請
求
番
号
、
件
名
番
号
の
順
に
記
載
し
た
。

　

⃝�

件
名
の
記
載
が
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
一
つ
の
件
名
に
、
多
量
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
検
索
の
便
を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
画
面
上

に
表
記
さ
れ
た
頁
の
番
号
を
「
デ
ジ
タ
ル
○
頁
」
と
し
て
、
件
名
の
後
に
記
載
し
た
。

　

⃝
件
名
は
、「　

」
で
、
簿
冊
標
題
は
、『　

』
で
括
っ
た
。

　

⃝�

件
名
や
簿
冊
標
題
が
長
文
に
わ
た
る
場
合
、
ま
た
は
、
件
名
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
適
宜
、
原
本
の
記
載
に
よ
る
ほ
か
、
長
文
の
場
合
は
、
一
部

省
略
し
た
。
こ
の
場
合
は
、「　

」
や
『　

』
の
中
の
文
言
を
（　
　

）
で
括
っ
た
。

　

⃝�

検
索
の
便
の
た
め
、
中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集　

中
央
行
政
機
関
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
の
頁
を
、

『
史
料
集
』
○
頁　

と
記
載
し
た
。
た
だ
し
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
資
料
は
多
岐
に
渡
る
た
め
、
収
録
さ
れ
て
い
る
簿
冊
が
異
な
る
等
、
同
一
の

件
名
で
も
出
典
を
異
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

▽�

「
法
規
分
類
大
全
」
は
、
一
八
八
九
年
～
一
八
九
三
年
刊
行
の
内
閣
記
録
局
編
刊
と
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
法
規
分
類
大
全
」

を
参
照
し
た
。

　

⃝
件
名
は
、「
法
規
分
類
大
全
」
の
本
文
欄
外
上
段
に
記
載
さ
れ
た
枠
付
き
の
標
目
を
使
用
し
、「　

」
で
表
記
し
た
。



1　　

は
し
が
き

近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（A

rchives

）
と
い
う
言
葉
が
、
様
々
な
場
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
英
語
で
あ
る
が
、
そ
の
語
源
を
た
ど
る
と
、
ア
ル
ケ
イ
オ
ン
（archeion

）
や
ア
ル
コ
ー
ン
（archon

）
と
い
う
言
葉

に
出
合
う
。

「
英
語
のarchives

は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
のarcheion

、
ラ
テ
ン
語
のarchivum

か
ら
派
生
し
た
言
葉
で
あ
る
」、「archeion

や

archeio

の
元
は
名
詞
のarche
で
あ
り
、arche

は
『
起
源
、
根
本
、
支
配
』
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
支
配
の
正
当
性
や
あ
る
い
は
権

利
保
障
の
法
源
と
し
て
記
録
を
保
管
す
る
と
い
う
観
念
は
、
言
葉
の
語
源
に
よ
っ
て
も
類
推
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
説
明（

（
（

は
、
将
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
統
治
と
の
関
わ
り
を
明
確
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
ギ
リ
シ
ャ
語
のarcheion

は
、
執
政
官
、
つ
ま
りarchon

の
役
所
と
、
そ
の
役
所
が
保
管
す
る
記
録
の
こ
と
を
さ
し
た
。

A
rchons

は
行
政
権
を
行
使
し
た
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
がarcheion

の
法
律
文
書
に
よ
っ
て
適
法
化
さ
れ
て
い
た
。（

（
（

」
と
い
わ
れ
て

い
る
。「
ア
テ
ネ
で
は
、
行
政
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
文
書
館
を
持
っ
て
い
て
、
ア
ル
ケ
イ
オ
ン
と
呼
ば
れ
る
行
政
の
本
拠
地
に
そ
れ

を
置
い
て
い
た
。」
と
い
う（

（
（

。

つ
ま
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、「
役
人
の
所
在
す
る
場
所
を
表
し
、
さ
ら
に
こ
の
場
所
で
彼
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
保
存
さ
れ
る
文
書

の
（
中
身
を
含
む
）
集
成
を
示
す
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
名
詞
ア
ル
ケ
イ
オ
ン
（archeion

）
に
起
源
を
持
っ
て
い
る
。（

（
（

」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
語
源
を
た
ど
る
と
、
統
治
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。
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こ
う
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
位
置
づ
け
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
、
そ
の
国
家
が
王
政
、
共
和
政
、
帝
政
、
君
主
制
、
民
主
制
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
統
治
形
態
に
関
わ
り
な
く
、
統
治
の
上
で
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
把
握
で
き
る
。

近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
の
誕
生
を
促
し
た
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
い
て
も
、「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

（
文
書
、
文
書
館
）
の
意
味
を
革
命
の
政
治
闘
争
の
中
で
問
い
な
お
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。（

（
（

」
と
い
う
指
摘
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
統
治

と
の
密
接
な
関
わ
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
古
代
に
起
源
を
発
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
は
権
力
を
正
統
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
た
め
に
奉
仕
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
中
世
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
業
務
処
理
や
司
法
関
係
の
証
拠
を
残
す
た
め
に
集
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
あ
き
ら
か
に
、
歴
史
や
聖
な
る
も
の

／
象
徴
と
し
て
役
立
て
る
た
め
に
集
め
ら
れ
（
後
略
）」
と
い
う
こ
と
が
、
学
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（
（

。

「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（A

rchives

）」
と
は
、
個
人
ま
た
は
組
織
が
そ
の
活
動
の
中
で
作
成
ま
た
は
収
受
し
た
記
録
の
う
ち
、
そ
の
様
々
な

利
用
の
価
値
に
よ
り
永
続
的
な
保
存
価
値
を
有
す
る
も
の
、
永
続
的
な
価
値
を
有
す
る
記
録
を
保
存
す
る
機
関
な
い
し
建
物
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対
す
る
認
識
は
、
時
代
や
地
域
、
社
会
に
お
か
れ
た
状
況
に
お
い
て
変
化
す
る
。

で
は
、
日
本
に
お
い
て
近
代
統
治
機
構
が
構
築
さ
れ
る
過
程
で
、
文
書
管
理
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
来
た
の

か
。
そ
し
て
、
そ
の
認
識
は
、
戦
後
の
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
の
成
立
に
ど
う
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
で
は
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
期
の
政
府
が
作
成
し
た
文
書
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
広
く
一

般
の
人
達
に
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
は
総
理
府
設
置
法
を
改
正
し
て
国
立
公
文
書
館
が
設
置
さ
れ
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
に
は

「
公
文
書
館
法
」（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
一
一
五
号
）
が
制
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
文
書
の
作
成
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ま
で
を
視
野
に
入
れ

た
公
文
書
の
管
理
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
の
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
一
年
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法
律
第
六
六
号
）（
以
下
、「
公
文
書
管
理
法
」
と
表
記
）
の
制
定
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
法
律
は
、
公
文
書
等
を
「
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」、「
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
主
体
的
に
利

用
し
得
る
も
の
」
と
位
置
づ
け
た
。
日
本
も
よ
う
や
く
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
公
文
書
の
管
理
制
度
が
成
立
し
た
と
期
待

し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
政
府
の
公
文
書
管
理
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

公
文
書
管
理
法
が
制
定
さ
れ
て
一
〇
年
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森
友
学
園
問
題
に
関
わ
る
財
務
省
の
公
文
書
改
竄
を
筆
頭

に
、
政
府
の
公
文
書
管
理
に
関
わ
る
不
適
切
な
処
理
の
事
例
は
後
を
絶
た
な
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
の
文
書
管
理
の
基
盤
は
、
近
代
の
統
治
機
構
が
形
成
さ
れ
た
明
治
期
に
そ
の
源
を
発
し
て
い
る
。

そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
現
在
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の
前
史
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
、
経
緯
を
把
握
し
、

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
公
文
書
管
理
の
制
度
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
明
治
政
府
の
成
立
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
で
敗
戦
を
迎
え
る
ま
で
の
約
八
〇
年
間
の
統
治
機
構
と
、
そ
の
文
書
管
理
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
へ
の
認
識
の
変
遷
を
検
証
し
、
文
書
管
理
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
戦
後
に
展
開
さ
れ
る
「
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
」
の
歴
史
的
前
提
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
（
1
）　

石
原
一
則
「
欧
米
に
お
け
る
記
録
管
理
」、
安
藤
正
人
・
青
山
英
幸
編
著
『
記
録
史
料
の
管
理
と
文
書
館
』、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
六

年
、
四
六
九
頁
。

（
2
）　

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
著
、
保
坂
裕
興
訳
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
」、
ス
ー
・
マ
ケ
ミ
ッ
シ
ュ
／
マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ゴ
ッ
ト
／
バ
ー
バ
ラ
・
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リ
ー
ド
／
フ
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ド
編
、
安
藤
正
人
／
石
原
一
則
／
坂
口
貴
弘
／
塚
田
治
郎
／
保
坂
裕
興
／
森
本
祥
子
訳
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
論
─
記

録
の
力
と
現
代
社
会
─
』、
明
石
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
七
三
頁
。

（
3
）　

ジ
ャ
ン
・
フ
ァ
ヴ
ィ
エ
著
・
永
尾
信
之
訳
『
文
書
館
』、
白
水
社
、
一
九
七
一
年
、
一
八
頁
。

（
4
）　

マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
・
ベ
ル
テ
ィ
ー
ニ
著
、
湯
上
良
訳
『
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
何
か　

石
板
か
ら
デ
ジ
タ
ル
文
書
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
の
文
書
管
理
』、

法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
頁
。

（
5
）　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
語
源
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
筒
井
弥
生
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
語
源
ア
ル
ケ
イ
オ
ン
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
で
も
、
言
葉
の
原
意
を

辿
り
な
が
ら
、
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。（『
人
文
・
自
然
研
究
』（
九
）、
一
橋
大
学
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
五
─
一
一

五
頁
。
一
橋
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
「H

ERM
ES-IR

」）https://doi.org/10.15057/27152　

2020.5.30　

確
認
。

（
6
）　

立
川
孝
一
「
歴
史
意
識
の
変
容
と
文
書
館
の
制
度
─
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
─
」、
歴
史
人
類
学
会
編
『
国
民
国
家
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』、
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
、
一
九
九
九
年
、
七
三
頁
。

（
7
）　

テ
リ
ー
・
ク
ッ
ク
著
・
塚
田
治
郎
訳
「
過
去
は
物
語
の
始
ま
り
で
あ
る
─
一
八
九
八
年
以
降
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
観
の
歴
史
と
未
来
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
」、
記
録
管
理
学
会
・
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
共
編
『
入
門
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
世
界
─
記
憶
と
記
録
を
未
来
に
─
《
翻
訳
論
文
集
》』、
日
外

ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
〇
頁
。
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序
章第

一
節　

本
書
の
課
題

１　

本
書
の
目
的

本
書
の
目
的
は
、
近
代
日
本
の
統
治
機
構
と
そ
の
文
書
管
理
の
変
遷
を
通
し
て
、
特
に
、
太
政
官
制
の
初
期
に
設
置
さ
れ
た
記
録
部
局

の
機
能
に
着
目
し
、
当
時
の
文
書
管
理
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対
す
る
認
識
を
解
明
し
て
、
そ
の
後
の
変
遷
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

日
本
に
お
け
る
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
の
成
立
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
大
幅
に
遅
れ
た
が
、「
公
文
書
管
理
法
」
の
制
定
を
踏
ま

え
、
国
で
は
、
新
国
立
公
文
書
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
資
格
制
度
も
整
い
始
め
て
い
る
。

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
資
格
制
度
は
、
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
が
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
「
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
登
録

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
の
資
格
認
定
制
度
を
創
設
し
、
ま
た
国
立
公
文
書
館
で
も
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
か
ら
「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
認
証
」

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
い
う
言
葉
が
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
明
治
期
に
設
立
さ
れ
た
図
書
館
や
博
物
館
ほ
ど
の
知
名
度
も
な
か
っ
た
。

戦
後
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
機
能
を
有
す
る
施
設
と
し
て
文
書
館
や
公
文
書
館
等
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
生
か
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す
た
め
の
課
題
も
多
く
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
公
文
書
を
作
成
す
る
主
と
し
て
行
政
機
関
、
そ
し
て
社
会
一
般
に
お
い
て
文
書
管
理
制
度
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
が
、

制
度
と
し
て
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
究
は
、
そ
の
初
期
に
は
、
文
書
館
に
お
け
る
所
蔵
文
書
の
伝
来
や
内
容
に
つ
い
て
の

紹
介
、
外
国
の
公
文
書
館
の
紹
介
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
に
視
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
文
書
館
論
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
文
書
館
の
機
能
や
直
面
す
る
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
や
史
料
保
存
運
動
に
関
す
る
研
究
が

な
さ
れ
る
。

ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
歴
史
認
識
の
も
と
と
な
る
素
材
と
捉
え
、
創
造
的
文
化
的
活
動
の
素
材
と
し
て
生
か
す
た
め
の
必
要
な
知
識

と
技
術
の
体
系
化
を
目
指
す
記
録
史
料
学
の
研
究
が
提
唱
さ
れ
、
欧
米
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
理
論
に
関
す
る
研
究
も
な
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
学
に
つ
い
て
の
研
究
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

安
藤
正
人
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
全
体
像
と
し
て
、
ル
チ
ア
ナ
・
デ
ュ
ラ
ン
テ
ィ
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
構
造
」
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
（
記
録
史
料
学
）
を
「
記
録
史
料
を
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
創
造
的
活
動
に
活
用
す
る
た
め
の
理
論
と
技
術
を
研

究
す
る
科
学
」
と
定
義
し
、「
記
録
史
料
認
識
論
」
と
「
記
録
史
料
管
理
論
」
を
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
提

案
し
た（

（
（

。

こ
の
中
で
、
デ
ュ
ラ
ン
テ
ィ
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
構
造
」
を
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
理
論
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
方
法
論
か
ら
な
る
「
純
粋

科
学
」
の
領
域
と
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
実
務
論
の
「
応
用
科
学
」
の
領
域
に
分
け
、
前
者
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
と
は
何
か
を
考
究
す
る
分

野
で
あ
り
、
後
者
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
を
ど
う
扱
う
か
を
考
え
る
研
究
分
野
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

「
現
場
で
発
見
さ
れ
た
新
た
な
知
見
や
問
題
点
は
、
純
粋
科
学
の
領
域
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
理
論
と
方
法
論
の

進
展
を
促
す
原
動
力
と
な
る
。」
と
い
う
デ
ュ
ラ
ン
テ
ィ
の
考
え
方
を
紹
介
し
た
。
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ま
た
、
安
藤
は
、「
記
録
史
料
認
識
論
」
と
「
記
録
史
料
管
理
論
」
を
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
源
研
究
」
と
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管
理
研
究
」

に
言
い
換
え
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
構
造
を
示
し
て
い
る
。
前
者
は
、
歴
史
情
報
資
源
学
、
現
代
記
録
情
報
学
を
掲
げ
、
活
用
す
べ
き

資
源
と
し
て
の
価
値
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
後
者
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
政
策
・
制
度
論
、
記
録
管
理
論
、
記
録
評
価
論
、
記
録

史
料
調
査
論
等
を
掲
げ
て
い
る
。

「『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管
理
研
究
』
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
活
動
を
直
接
支
え
る
実
践
的
な
研
究
分
野
で
あ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
独
自
性

は
、
こ
の
分
野
に
こ
そ
よ
り
鮮
明
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。」
と
説
明
す
る
。

本
研
究
は
、
こ
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管
理
研
究
」
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
政
策
・
制
度
論
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
基
盤
で
あ
る
文
書
管
理
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
制
度
の
視
点
か
ら
捉
え
、
そ
の
内
容
や
歴
史
的
な
変
遷
に
つ
い
て
の
研

究
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
対
象
と
す
る
制
度
や
時
代
に
つ
い
て
も
限
定
的
な
も
の
が
多
い
。

本
書
は
、
公
文
書
の
管
理
に
視
点
を
置
き
、
特
に
、
近
代
の
統
治
機
構
に
お
け
る
文
書
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
、
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
そ
の
語
源
に
も
あ
る
よ
う
に
統
治
と
強
い
関
連
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
七
章
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
お

雇
い
外
国
人
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
翻
訳
書
に
は
、
統
治
に
係
る
制
度
の
中
に
、
必
ず
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
把
握
で
き
る
。

日
本
に
お
け
る
「
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
」
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
行
く
た
め
に
は
、
そ
の
前
史
で
あ
る
近
代
日
本
の
文

書
管
理
制
度
の
変
遷
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
特
に
、
統
治
機
構
と
文
書
管
理
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
の
統
治
機
構
に
お
け
る
文

書
の
管
理
は
、
歴
史
的
に
見
て
、
国
の
政
治
制
度
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
変
遷
し
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

施
策
の
執
行
過
程
で
作
成
さ
れ
る
文
書
の
位
置
付
け
は
、
そ
の
時
の
官
制
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ず
、
政
府
の
文
書
管
理
を
論
じ
よ



　　8

う
と
す
る
時
、
官
制
と
の
関
わ
り
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
書
で
は
、
統
治
機
構
、
官
制
、
文
書
、
記
録
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
戦
後
に
展
開

さ
れ
る
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
成
立
の
歴
史
的
前
提
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

２　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

一
つ
は
、
個
人
ま
た
は
組
織
が
、
そ
の
活
動
の
中
で
作
成
ま
た
は
収
受
し
た
文
書
の
う
ち
、
様
々
な
利
用
の
価
値
を
有
す
る
こ
と
に
よ

り
永
続
的
に
保
存
さ
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
保
存
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
意
味
し
、
時
代
や
媒
体
の
如
何
を
問
わ
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
永

続
的
な
価
値
を
有
す
る
記
録
を
保
存
し
、
公
開
利
用
に
供
す
る
機
関
な
い
し
施
設
の
こ
と
を
い
う（

（
（

。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
と
は
、
こ
う
し
た
永
続
的
価
値
を
有
す
る
記
録
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

有
用
性
が
社
会
的
に
継
続
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
が
対
象
と
す
る
統
治
機
構
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
い
う
な
ら
ば
、
文
書
の
作
成
か
ら
決
裁
を
経
て
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
、

施
行
後
の
文
書
の
保
存
、
そ
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
保
存
し
活
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
統
一
的
に
法
規
に
よ
り
制
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
統
治
機
構
や
社
会
の
中
で
、
有
用
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
政
権
の
も
と
で
採
用
さ
れ
た
国
民
の
閲
覧
権
を
保
障
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度

の
こ
と
で
あ
る
。
一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
公
文
書
館
が
設
立
さ
れ
、
一
七
九
四
（
寛
政
六
）
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議

会
が
文
書
館
法
を
採
択
し
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し
、
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
普
及
し
た
。

石
原
一
則
は
、
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
と
し
て
誕
生
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（A

rchives nationales

）
の
意
義

を
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ポ
ス
ナ
ー
（Ernst Posner

）
の
言
葉
を
借
り
て
、
①
国
立
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
る
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
の
創
設
、



9　　序章

②
過
去
の
記
録
を
保
存
す
る
国
家
責
任
の
明
示
、
③
国
民
の
閲
覧
権
の
保
障
、
の
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
国
立
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
機
関
と
地
方
機
関
の
記
録
を
一
元
的
に
管
理
す
る
機
構
を
創

設
し
た
こ
と
、
②
に
つ
い
て
は
、
記
録
保
存
に
関
す
る
責
任
主
体
の
明
示
、
③
に
つ
い
て
は
、
記
録
を
閲
覧
す
る
国
民
の
権
利
の
実
定

化
、
で
あ
る
と
し
た（

（
（

。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
わ
る
国
家
の
責
任
を
明
確
に
し
、
国
民
の
閲
覧
権
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
後
の

近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
の
要
件
と
な
っ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
近
代
国
家
建
設
の
波
は
、
ロ
マ
ン
主
義
の
台
頭
に
よ
る
歴
史
研
究
の
盛
行
、
国
家
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
横
溢
を
と
も
な
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
多
く
の
国
に
国
立
文
書
館
を
出
現
さ
せ
た
。」
と
さ
れ

て
い
る（

（
（

。

近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
は
、
統
治
者
で
あ
る
政
府
が
、
作
成
し
又
は
収
受
し
た
文
書
を
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
保
存
す
る
シ
ス
テ

ム
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
国
民
が
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
条
件
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
そ
の
こ
と

が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
閲
覧
権
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

国
家
の
責
任
に
お
い
て
、
法
律
の
制
定
に
よ
り
文
書
管
理
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
管
理
の
シ
ス
テ
ム
が
築
か
れ
て
お
り
、
国
民
が
そ
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
閲
覧
し
、
利
用
す
る
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
国
民
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
作
成
母
体
の
政
府
に
と
っ
て
は
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
施
策
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

に
繋
が
り
、
利
用
す
る
国
民
に
と
っ
て
は
、
権
利
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
証
明
す
る
証
拠
資
料
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
や
文
化
の
新
た

な
創
造
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

古
代
よ
り
、
為
政
者
は
統
治
の
手
立
て
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
重
要
視
し
て
来
た
が
、
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
に
よ
り
、
国
民

も
為
政
に
関
わ
る
手
だ
て
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
統
治
を
行
う
の
は
政
府
で
あ
る
が
、
そ
の
主
権
は
国
民
が
有
し
、
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注
（
1
）　

安
藤
正
人
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
地
平
」、
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学
』
上
巻
、
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
一
六
六

─
一
六
八
頁
。

	
 

（
＊�
ル
チ
ア
ナ
・
デ
ュ
ラ
ン
テ
ィ
（Luciana D

uranti

）
博
士
は
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
イ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
。
国
際
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
イ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（InterPA

RES project on Perm
anent A

uthentic Records in Electronic System
s

）」
の
リ
ー

ダ
ー
。
二
〇
一
二
年
六
月
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
の
招
聘
に
よ
り
来
日
、
学
習
院
大
学
で
特
別
講
義
と
講

演
会
を
行
い
、
京
都
大
学
大
学
文
書
館
と
の
共
催
に
よ
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
デ
ジ
タ
ル
記
録
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
に
お
い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
記
録
の

信
頼
性
確
保
に
向
け
て
─
イ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
─
」
を
講
演
し
た
。

（
2
）　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（A

rchives
）
に
つ
い
て
は
、
国
際
文
書
館
評
議
会
（ICA

：International Council on A
rchives

）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、

“W
hat are archives?”

と
い
う
見
出
し
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
（https://w

w
w

.ica.org/en/w
hat-archive　

2020.5.30　

確
認
）。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
（SA

A

：Society of A
m

erican A
rchivist

）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
同
様
の
見
出
し
で
、
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
（https://w

w
w

2.archivists.org/about-archives　

2020.5.30　

確
認
）。�

 

　

ま
た
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
、『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
論　

記
録
の
ち
か
ら
と
現
代
社
会
』（‘A

rchives

：Recordkeeping in Society’

の
部
分
翻
訳
）
は
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
わ
る
世
界
的
に
著
名
な
研
究
者
、
実
務
者
、
教
育
者
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
国
際
的
な
動
向
を
広
く
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
、
多
方
面
の
視
点
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（
ス
ー
・
マ
ケ
ミ
ッ
シ
ュ
／
マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ゴ
ッ
ト
／

バ
ー
バ
ラ
・
リ
ー
ド
／
フ
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ド
＝
編
、
安
藤
正
人
／
石
原
一
則
／
坂
口
貴
弘
／
塚
田
治
郎
／
保
坂
裕
興
／
森
本
祥
子
＝
訳
『
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
論　

記
録
の
ち
か
ら
と
現
代
社
会
』、
明
石
書
店
、
二
〇
一
九
年
。）

（
3
）　

石
原
一
則
「
記
録
史
料
管
理
政
策
論
」、
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学
』
上
巻
、
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
三
一
五
頁
。

（
4
）　

石
原
一
則
「
欧
米
諸
国
文
書
館
の
文
書
・
記
録
の
保
存
と
利
用
」、
松
尾
正
人
編
『
史
料
保
存
と
文
書
館
』
今
日
の
古
文
書
学
第
一
二
巻
、
雄
山
閣

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
七
七
頁
。

（
5
）　

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
編
『
日
本
の
文
書
館
運
動
─
全
史
料
協
の
20
年
─
』、
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
、
一
七
七
─
一
七
九

頁
、
三
九
二
頁
。

（
6
）　
「
総
理
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
一
六
号
）。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
総
理
府
設
置
法
の
一
部
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あ
と
が
き

本
書
は
、
筆
者
が
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
に
入
学
し
、
二
〇
一
七
年
十
月
に
「
博
士
（
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
学
）」
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
学
位
論
文
「
日
本
に
お
け
る
戦
前
期
統
治
機
構
の
文
書
管
理
の
基
礎
的
研
究
─
近
代
的
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
制
度
成
立
の
歴
史
的
前
提
─
」
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
出
版
に
際
し
て
は
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
論
文
刊
行
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

筆
者
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
わ
り
始
め
た
の
は
、
長
年
勤
務
し
た
京
都
府
庁
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
半
部
分
を
京
都
府
立
京
都

学
・
歴
彩
館
（
旧
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
で
、
京
都
府
公
文
書
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
間
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関

わ
る
様
々
な
課
題
に
遭
遇
し
た
が
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
背
景
に
は
様
々
な
要
因
も

あ
っ
た
が
、
筆
者
自
身
の
力
不
足
も
感
じ
て
い
た
。
定
年
退
職
の
後
、
実
務
の
支
え
と
な
る
理
論
を
求
め
て
、
当
時
、
日
本
で
唯
一
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
を
設
け
て
い
た
学
習
院
大
学
大
学
院
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。

専
攻
の
高
埜
利
彦
教
授
（
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
）、
安
藤
正
人
教
授
（
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
）、
保
坂
裕
興
教
授
、
武
内
房
司
教

授
、
入
澤
寿
美
教
授
（
当
時
）
の
諸
先
生
の
薫
陶
を
受
け
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
筆
者
の
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

研
究
者
と
し
て
の
十
分
な
基
礎
が
で
き
て
い
な
い
筆
者
を
、
こ
の
論
文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
導
い
て
下
さ
っ
た
の

は
、
高
埜
教
授
、
安
藤
教
授
、
保
坂
教
授
の
諸
先
生
で
あ
っ
た
。
心
か
ら
の
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
特
に
、
指
導
教
授
で
あ
っ
た
安
藤

教
授
に
は
、
遅
々
と
し
て
論
文
の
作
成
が
捗
ら
な
い
中
、
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
頂
い
た
。
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
こ

の
研
究
の
過
程
で
、
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
の
中
野
目
徹
教
授
の
明
治
太
政
官
文
書
に
関
わ
る
多
く
の
ご
論
考
に
導
か
れ
た
と
こ
ろ
は
多
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い
。
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
は
、
他
の
学
問
分
野
と
も
関
連
す
る
部
分
が
多
く
、
学
際
的
な
面
も
有
す
る
す
そ
野
の
広
い
学
問
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
筆
者
の
関
心
は
、
そ
れ
ま
で
公
文
書
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
扱
っ
て
き
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
統
治
の
上
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
世
界
的
に
見
て
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
が
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
と
言
う
点
で
あ
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
「
近
代
日
本
の
統
治
機
構
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
─
文
書
管
理
の
変
遷
を
踏
ま
え
て
─
」
と
し
た

の
も
、
そ
う
し
た
関
心
か
ら
で
あ
っ
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
明
治
政
府
の
成
立
か
ら
公
文
書
管
理
法
制
定
ま
で
を
視
野
に
入
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
そ
れ
は

筆
者
の
力
量
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
後
の
状
況
は
省
く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
八
〇
年
間
の
公
文
書
管
理
の
変
遷
を
追
う
中

で
、
公
文
書
管
理
に
関
わ
る
個
別
の
様
々
な
事
象
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
反
省
点
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

統
治
機
構
に
お
い
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
は
、
ど
の
よ
う
な
統
治
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
反
映

す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
明
治
政
府
成
立
の
当
初
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
政
府
の
正
当
性
を
示
す
た
め
の
、
廃
藩
置
県
後
は
、
政
府
へ

の
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
内
閣
制
創
設
以
降
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
統
治
者
に
意

識
さ
れ
な
く
な
る
。
文
書
関
連
規
程
は
整
備
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
こ
に
は
以
前
の
よ
う
な
記
録
・
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
の
目
的
や
意
義

を
述
べ
る
条
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
判
断
の
効
率
化
の
代
償
と
し
て
理
念
が
喪
失
し
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
「
制
度
の
奥

に
ひ
そ
む
政
治
社
会
を
構
成
す
る
価
値
や
原
理
に
向
か
う
」
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
な
い
時
代
を
反
映
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
の

後
、
公
文
書
管
理
法
が
公
布
さ
れ
、
第
一
条
に
法
律
の
目
的
が
規
定
さ
れ
た
。
昨
年
は
、
国
立
公
文
書
館
で
、
ア
ー
キ
ビ
ズ
ト
の
認
証
が

行
わ
れ
、
多
く
の
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
誕
生
し
た
。
今
後
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
の
発
展
に
大
き
く
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
大
き
な
変
革
の
中
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
う
環
境
の
変
化
で
あ
る
。

従
来
の
紙
媒
体
を
中
心
と
す
る
文
書
管
理
は
、
電
子
媒
体
に
よ
る
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
現
用
・
半
現
用
・
非
現
用
と
い
う
文
書
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の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
概
念
に
よ
る
管
理
か
ら
、
そ
れ
を
一
体
の
も
の
と
捉
え
る
レ
コ
ー
ド
・
キ
ー
ピ
ン
グ
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
実
務
的
に
は
、
紙
決
裁
に
変
わ
っ
て
電
子
決
裁
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
で
適
切
に
管
理
保
存
で
き
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
刊
行
を
準
備
し
て
い
る
時
に
、
二
つ
の
翻
訳
書
に
出
合
え
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
新
た
な
環
境
の
中
で
、
レ
コ
ー
ド
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
森
本
祥
子
・
平
野
泉
・
松
崎
裕
子
ほ
か
編
訳
の
『
レ
コ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
─
記
録
管
理
・
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
管
理
の
た
め
の
』
で
あ
る
。イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
、エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ェ
パ
ー
ド
と
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ヨ
ー
共
著
の“M

A
N

A
GIN

G 
RECO

RD
S　

a handbook of principles and practice” 

の
全
訳
で
、
レ
コ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
原
則
を
踏
ま

え
、
実
務
へ
の
適
用
に
つ
い
て
総
合
的
な
解
説
、
検
討
が
な
さ
れ
た
本
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
安
藤
正
人
／
石
原
一
則
／
坂
口
貴
弘
／
塚
田
治
郎
／
保
坂
裕
興
／
森
本
祥
子
訳
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
論
─
記
録
の
ち
か
ら
と

現
代
社
会
』
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
、
ス
ー
・
マ
ケ
ミ
ッ
シ
ュ
／
マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ゴ
ッ
ト
／
バ
ー
バ
ラ
・
リ
ー
ド
／

フ
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ド
編
の“A

RCH
IV

ES Recordkeeping in Society”

を
部
分
収
録
し
翻
訳
し
た
も
の
で
、「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
変
化
が
生
み
出
し
た
課
題
」
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
考
え
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
文
書
管
理
の
環
境
の
変
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
制
度
を
作
っ
て
い
く
か
、
こ
の
場
合
で
も
、
そ
の
「
価
値
や

原
理
」
へ
の
視
点
が
見
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
の
二
冊
は
、
そ
う
し
た
視
点
へ
の
配
慮
も
描
か
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
在
職
中
に
い
く
つ
か
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
修
を
受
け
る
機
会
を
得
た
。
一
つ
は
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
開
催
さ
れ

た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
主
催
の
第
一
回
「
史
料
管
理
学
研
修
会
」
の
長
期
研
修
で
、
安
澤
秀
一
、
原
島
陽
一
、
安
藤
正
人
、
大

藤
修
の
諸
先
生
の
ほ
か
多
く
の
著
名
な
先
生
方
の
講
義
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
一
つ
は
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
京
都
府
職

員
海
外
派
遣
研
修
生
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
会
へ
参
加
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
文
書
館
を
視
察
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
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大
会
で
は
、
世
界
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
た
ち
に
よ
り
、
大
会
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
情
報
化
時
代
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
の
職
務
」
に
つ
い
て
研
究
討
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。
行
政
事
務
職
で
採
用
さ
れ
た
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
研
修
で
得
ら
れ
た
知
見

は
多
く
、
職
場
で
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
も
ら
え
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
、
千
葉
県
で
開
催
さ
れ

た
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
以
下
、「
全
史
料
協
」
と
記
載
）
の
大
会
に
初
め
て
参
加
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
携
わ
る
多

く
の
人
た
ち
に
出
会
っ
た
。

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
安
藤
正
人
氏
と
青
山
英
幸
氏
が
中
心
と
な
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
携
わ
る
有
志
の
研
究
会
が
つ
く
ら
れ
、

毎
年
、
持
ち
回
り
で
そ
の
メ
ン
バ
ー
在
住
の
都
道
府
県
を
回
り
、
研
究
会
を
開
い
た
。
日
々
、
実
務
に
明
け
暮
れ
る
筆
者
に
と
っ
て
「
青

研
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
研
究
会
で
の
議
論
か
ら
、
多
く
の
知
見
や
刺
激
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
が
、
メ
ン
バ
ー
で
分
担
し
て
書
き
上

げ
た
『
記
録
史
料
の
管
理
と
文
書
館
』
で
あ
っ
た
。

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
は
、
全
史
料
協
近
畿
部
会
の
テ
ー
マ
研
究
会
と
し
て
「
公
文
書
研
究
会
」
が
発
足
し
た
。「
公
文
書
を
歴
史

資
料
と
し
て
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
そ
の
理
念
と
方
法
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
参

加
者
は
、
公
文
書
館
的
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
で
、
自
治
体
の
正
規
職
員
や
嘱
託
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
そ
の
立
場
は
様
々
で
あ
っ

た
。
当
時
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
公
文
書
の
収
集
が
制
度
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
機
関
は
少
な
く
、
公
文
書
の
収
集
・
保
存
・
提

供
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
関
係
機
関
と
の
調
整
等
は
、
ほ
と
ん
ど
が
職
員
個
人
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
状
況
で
あ
っ
た
。
筆
者

は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
と
話
し
合
う
中
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
制
度
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
を
痛
感
し
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
で
、
共
に
学
ん
だ
院
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
研
究
に
向
き
合
う
真
摯
な
姿
に
元
気
づ
け
ら
れ
、
在
学
中
の
研
修

旅
行
で
共
に
ア
ジ
ア
の
い
く
つ
か
の
国
々
を
訪
れ
、
そ
の
国
の
人
た
ち
と
話
し
合
え
た
こ
と
は
、
印
象
深
く
、
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

本
書
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
在
学
当
時
の
友
人
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仲
間
か
ら
は
、
そ
れ
と
な
く
励
ま
し
の
お
声
か
け
を
頂
い
た
。

ま
た
、
博
士
論
文
の
提
出
、
出
版
の
諸
手
続
き
に
関
わ
り
、
学
習
院
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
教
務
課
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
専
攻
事
務
室
の
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方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
併
せ
て
、
お
礼
を
述
べ
た
い
。

そ
し
て
、
筆
者
が
退
職
す
る
ま
で
の
数
年
間
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
長
で
、
京
都
府
特
別
参
与
を
さ
れ
、
現
在
、
京
都
府
立
大
学
名

誉
教
授
、
福
知
山
公
立
大
学
学
長
の
井
口
和
起
先
生
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
筆
者
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
入
学
試
験
の
合
格
が
決

ま
っ
た
時
、
大
変
喜
び
励
ま
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
へ
の
お
返
し
が
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
こ
の
拙
著
で
で
き
れ
ば
、
嬉
し
い
こ
と
で
あ

る
。本

書
の
刊
行
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
、
樹
村
房
社
長
の
大
塚
栄
一
氏
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
原
稿
の
提
出
が
大
幅
に
遅
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
出
版
に
応
じ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
筆
者
に
と
っ
て
初
の
単
行
本
の
刊
行
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に
乗
っ
て

頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

最
後
に
、
私
事
に
わ
た
る
が
、
時
々
訪
れ
て
、
手
持
ち
資
料
の
整
理
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
励
ま
し
て
く
れ
た
妹
の
康
子
と
博
子
に

感
謝
を
伝
え
た
い
。
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